
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

阿賀野市地域防災訓練 
（安野小学校区） 

～自分を守る行動と避難する時の地域の助け合いづくりに向けて～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時  令和元年 9月 1日（日） 8：10～11：40 

■会場  安否確認 ： 各自治会集会所等 

主 会 場 ： 安野小学校グラウンド・体育館 

Ver1.6 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の目的 

訓練実施方針 

訓練実施項目 

訓練１ ： 防災情報伝達訓練（市災害対策本部）   避難準備・高齢者等避難開始 8：10、避難勧告 8：30 

 防災行政無線、緊急告知FMラジオ及び安全安心メールによる防災情報の一斉伝達訓練。安野地区全世帯（1551

世帯、4252 人）に 8：10「避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）」、8：30「避難勧告（警戒レベル４）」を発令。 

訓練２－１ ： 自治会による安否確認訓練（自治会）      8：10～8：30 

 各自治会の集会所等を拠点に、「緊急連絡網」「災害時避難行動要支援者名簿」などを活用した安否確認（防災情

報の周知、要支援者への支援）を実施。 

訓練２－２ ： 住民避難訓練（自治会）        8：30～9：00 

 「避難勧告」発令による避難所（安野小学校）への円滑な集団避難。 

   

  
 

訓練３ ： 避難所開設訓練（自治会、市役所）       8：30～10：30 

 避難者の避難所への受付、会場設営の訓練。 

訓練想定 

訓練４ ： 災害広報・住民避難状況確認訓練（消防団）      8：30～9：10 
 消防団による住民への避難勧告の広報と住民の避難状況の確認。 

訓練７ ： 災害被害状況調査訓練（陸上自衛隊ﾊﾞｲｸ隊、大日ﾄﾗｲｱﾙ走行会）  10：20～10：30 

 陸上自衛隊や民間団体で組織するバイク隊による埋没車両や倒壊家屋等の逃げ遅れ者の捜索。 

訓練１０ ： 防災ヘリによる救出訓練（新潟県消防防災航空隊）    11：10～11：30 

 災害対策本部長の要請を受けた新潟県消防防災ヘリコプターによる状況報告及び孤立地区住民の救助。 

※当日出動があった場合には訓練に参加できないことがあります。 

○安野小学校区２３自治会  ○阿賀野市立安野小学校  ○国土交通省北陸地方整備局阿賀野川河
川事務所  ○陸上自衛隊第３０普通科連隊  ○新潟県消防防災航空隊  ○新潟大学医歯学総合
病院ドクターヘリ  ○阿賀野市赤十字奉仕団  ○阿賀野市社会福祉協議会  ○㈱エフエム新津  
○大日トライアル走行会  ○㈱ＮＴＴ東日本-新潟  ○㈱伊藤園  ○ＮＰＯ法人コメリ災害対
策センター  ○船山㈱  ○阿賀野市消防本部  ○阿賀野市消防団  ○阿賀野市上下水道局
（順不同） 

訓練参加機関・団体 

訓練５ ： 自治会あおぞら防災講習（自治会）       9：10～9：50 

 ５－１ 救急講習 ： 救急搬送法・応急手当講習 

 ５－２ 初期消火講習 ： てんぷら鍋消火方法見本展示、消火器取扱いの講習により初期消火対応を習得 

 ５－３ 簡易土のう講習 ： 家庭であるものを活用した水のうによる遮水方法の紹介と実技 

 

 

 

訓練９ ： ドクターヘリとの連携訓練（新潟大学医歯学総合病院）    10：55～11：10 

 救護所内で患者の容態が急変、臨時救護所統括救急救命士がドクター要請を判断、ドクターヘリを安野小学校グラ

ウンドに着陸させ、応急救命処置、救急搬送。 

臨時救護所統括救急救命士の要請を受けて到着したドクターヘリによる応急救命処置及び救急搬送 

 ※当日出動があった場合には訓練に参加できないことがあります。 

防災資機材の展示・体験コーナー 

○濃煙ハウスによる煙体験     ○キッズコーナー（消防士体験）     ○ＡＥＤ操作体験 

○災害用伝言ダイヤル（１７１）の体験   ○災害時用車両・防災資機材の展示   ○阿賀野市安全安心メール登録 

 大規模災害時における円滑な防災活動を期するため、阿賀野市及び防災関係機関等が実働訓練を実

施して、地域の災害対応力の向上を図るとともに、地域住民の参加による防災に対する理解と災害時

における自助・共助の意識の高揚を図る。 

 地域住民が主体的に訓練を体験し、発災初動期に対応する知識と技術の学習及び地域防災の要とな

る実行性のある自主防災組織づくりへの理解を高めることを主眼とした訓練を実施する。 

 令和元年９月１日午前 8 時 10 分、昨日からの豪雨により阿賀野川が増水したため、市は「避難準

備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）」を発令。自治会では発災に備えた準備を始めたほか、安否

確認を行い高齢者等の避難に時間のかかる人を中心に避難を開始した。その後も水位の上昇が続き、

中小河川を含む越水の危険が増加したため「避難勧告（警戒レベル４）」を発令。自治会は避難行動

要支援者、関係住民の避難を開始する。 

■ 閉会式（訓練参加者全員）    11：30～11：40  （訓練１３） 

■ 県消防防災ヘリコプター見学会  11：40～12：00（予定） 

訓練８ ： 救助訓練（消防本部、陸上自衛隊、消防団）     10：30～10：55 

 対策本部からの通報により消防本部・消防団は出動し、逃げ遅れ者等を救出後、現地救護所に搬送する。 

  １．埋没車両からの救出救助（消防本部） 

  ２．逃げ遅れ者の救出救助訓練（陸上自衛隊） 

  ３．倒壊家屋からの救出・搬出（消防団安田常備分団・水原第１分団） 

訓練１１ ： 炊き出し訓練（阿賀野市赤十字奉仕団）      9：00～11：30 

 災害により食糧等が調達できないため、阿賀野市赤十字奉仕団による炊き出しを実施。 

訓練１２ ： ボランティアセンター開設訓練（阿賀野市社会福祉協議会）     9：00～11：30 

 災害ボランティアへの円滑な対応を行うため、ボランティアセンターの開設訓練の実施。 

並行して・・・ 

訓練６ ： 土のう積み訓練（消防団、自治会）    9：50～10：20 

 消防団は「釜段工」を実施。自治会は、住宅に隣接する中小河川からの流入を防ぐため、越水危険箇所に「積み土

のう工」を実施。 


